
本年4月より化学技術戦略推進機

構のお手伝いも行うことになりま

した。ご承知のように，戦略機構

は「社会の持続的発展と産業の国

際競争力強化を可能とする革新的

化学技術の創出」を目的として，

産学官の連携のもとにスタートし

た組織です。具体的な活動方針と

して・化学技術戦略の策定・産学

交流の推進・研究開発の推進　を

掲げ，上記目標の達成のために，

2 1世紀の我が国の社会および産業

の‘あろう姿・あるべき姿’を，

例えば「V i s i o n 2 0 2 0（アメリカ

化学会）」等を参考にしながら，議

論し明確化しロードマップを作製

する作業を行っているところです。

これら一連の議論のなかで，私な

りに「これからの化学産業と分析

技術」についてあれこれ考えてい

るところですが，「素人の的外れ論」

とは重々承知しつつ，私の思うと

ころを述べさせて頂きたいと思い

ます。

私は，2 1世紀の産業および製品

の common term は「機能（高

付加価値化）」，「大量生産（安価

化）」，「社会許容性（安全性　他）」，

「地球保全（環境・資源　他）」，

「グローバル化（市場・規制　他）」

であろう，と考えています。ファ

ンクショナルな製品を安価・大量

に，R Cとか地球の環境・資源等を
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考慮しながら，全世界を視野にい

れてあまねく社会に供給する，と

いうのがこれからの産業，特に化

学産業の役割・使命であり，これ

らの条件を満たせない企業は2 1世

紀に s u s t a i nは不可能，と思われ

ます。これを達成するツールとし

て，2 0世紀の生んだ最高の利便性

を有する道具であるコンピュータ

が最も大きな役割を果たすでしょ

う。これに伴って，分析技術も大

きく革新を迫られるものと思われ

ます。分析技術は，常にその時代

の最先端の科学および技術を集約

した技術体系であり，軍事技術と

並んで最も変革の激しいテクノロ

ジーです。従って，上記の社会・

産業の変化と対応して，これから

の分析技術は次のような方向へま

すます進んで行くもの，と思われ

ます。

①分析の高度化：製品の高度機能

を保証する分析，例えば一個一

個の原子・分子の構造解析とか，

複雑な組織を，平均の構造でな

く，ミクロとマクロを統合した

分析技術等。

②分析のコストダウン：コンピュー

タとロボットの徹底的利用によ

る分析の無人化と大量処理化。

機器の稼動時間・配置等のシス

テムの解析も重要。アウトソー

シングの活用。

③分析の社会信頼性：地球保全と

製品安全性を保証するための分

析に対する社会ニーズの増大。

超超微量分析とかバイオアッセ

イ技術の発展。各種データベー

スの充実化。

④分析のダウンサイジング：分析

のシステム化，迅速化，省資源

化のための分析デバイスのマイ

クロ化。コンビナトリアルケミ

ストリーおよびHTS＊との一体化

による研究開発の効率化。

⑤分析の国際標準化：分析方法お

よび分析値管理に関するグロー

バルスタンダードの流れ。分析

値を社会に保証する公的機関の

設立等。

2 1世紀を目前にひかえ，社会・

産業・科学技術の変革は今後ます

ます加速度的に増大するもの，と

思われます。分析まわりでも，新

しい分析技術がつぎつぎ生まれる

とか，思いがけない分析対象が現

れるとか，分析科学が多くの国民

の必須の素養になるとか，局面は

大きく変わっていくことでしょう。

確かなことは社会における分析の

重要性と必要性はますます高まる

だろう，ということです。

これからの分析技術のあるべき

姿として上に述べた諸要因は，既

に現在大きな動きとなって現れて

おり，その意味では「今日的課題」

とも言えるでしょう。従って，上

記内容は予測でも何でもなく，社

会が我々分析に従事する者に課し

ている責務である，と理解してい

るところです。

＊：High Throughput Screening
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